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北九州で、
　　揉まれてみらんね。
北九州で、
　　揉まれてみらんね。

北九州市立大学･地域創生学群の情報が掲載！

―地域に入り、地域と学び、生きる4年間――地域に入り、地域と学び、生きる4年間―



　地域に関する理論と現場理解により地域社会をマネジメントし、地域の再生と

創造に貢献できる人材を育成することを理念とし、総合的な人間力を培い、地域

社会のさまざまな分野で指導的役割を担える人材の養成を目指しています。

　地域社会というリアルな現場は、企業や行政機関のみならず、市民活動や障がい

スポーツ、福祉等の分野において、指導的あるいはコーディネーター的役割を

担える能力を養うことに重点を置いている学部です。

　

もっと地域創生学群を知りたくなりましたか？

ぜひ左右のQRコードを読み込んでみてください！


この度は、｢地創新聞VOL.3.4｣手に取っていただき、ありがとうございます！

　本誌は、北九州市立大学
地域創生学群の活動の一環として広報実習が発行したもの

です。地域創生学群には12の実習があり、今年度はそれぞれの実習がどのように地域の

方々と関わっているのかを取材しました。今回は、地域の皆さまにも参加していただ

けるイベントに焦点を当てています。この新聞をきっかけに、地域創生学群や地域での

取り組みに少しでも興味を持っていただければ幸いです。

　3回目の発行となる｢地創新聞VOL.3.4｣の表紙は、全国で初めてできた長大吊橋である

岩戸大橋を取り上げました。1962年に完成したこの橋は、今は無料で通ることができ、

北九州市民の生活を支え、見守ってくれています。

この新聞では、北九州市で活躍する学生の活動をお届けしながら、観光スポットも紹介

していきます。

　今年度も多くの方のご協力のもと、無事に｢地創新聞｣を発行することができたこと

心よりお礼申し上げます。

広報実習

まえがき

【地域創生学群とは】

地創の詳しい解説は
こちらから

地創の基本情報は
こちらから



今回は｢ニコニコふれ愛レク大会｣“(以下、レク大会)に注⽬しました。このイベントは

参加者150人以上の大規模なイベントで、学生が表舞台だけでなく、裏側ではどのよう

な活動をしているのかに興味を持ち、取材を行いました。

Q.会話で意識していることは？

     高齢者の方と会話をする際には、大きな声で話
し、オーバーリアクションで反応することを意識し
ています。また、常に笑顔で接することで、安心感
を持ってもらえるよう心がけています。
(アダスポの学生より)

Q.実習をまとめる上で意識していることは？

　 今年から実習生が3つの班に分かれたことで全体
の把握が難しく、1年生と十分に話せない場面が出
てきました。そのため、各媒体の状況をさりげなく
確認しながら、1年生が意見を出しやすい＆動きや
すい雰囲気づくりを意識しています。
(アダスポ学生リーダーより)

　アダプテッドスポーツ実習(以下、アダスポ)は｢ア
ダプテッドスポーツ｣を⽤いて地域の課題解決を⽬
指しています。具体的な活動として、北九州市障害
者スポーツセンター｢アレアス｣でエンジョイスポー
ツ教室の企画・運営や社会福祉協議会と連携して地
域のサロンやウェルクラブでの⾼齢者の健康増進や
運動機会の提供を行っています。

←様々な世代の方が一
緒に｢楽しく｣スポーツ
ができるよう、当日の
雰囲気づくりも学生が
積極的に行っていまし
た。

　競技説明の際は、小さなグループを作って説明
をすることで耳が聞こえにくい方への配慮や、分
からないことがあってもすぐに聞ける環境を作っ
ていました。また、オーバーリアクションや大き
な声で話すことを意識してコミュニケーションを
取っていたところが、参加者にとって安心感につ
ながっていたと感じています。

"誰でも"楽しめる
アダスポの⼯夫とは…

　アダプテッドスポーツとは、年齢、性別、体⼒
等に関わらず誰でも楽しむことができるよう、ル
ールや⽤具を⼯夫し適合(adapt)させ、｢誰でも･楽
しく･安全に｣できるスポーツを指します。今回の
イベントはボッチャ、ホールインワン、カード合
わせ、総踊り、パン取り競走の5つの競技を行い、
｢全員でスポーツを楽しむ｣ことを目的とし、多様
な世代が集まりました。

勝ち負けが⽬的ではない⁉

　元々は老人会のみで行わ
れていたレク大会に、今年
はアダスポ実習の学生も参
加。当日は老人会のメンバ
ー150名が集まり、どの競
技も大盛り上がりでした。
参加者と学生との間には日
頃からの交流が感じられる
あたたかい雰囲気があり、
声かけや笑顔のやり取りか
らも良い関係が築かれてい
ることが伝わってきまし
た。

↑全員で踊った総踊り

↑パン取り競争の様子

この実習で身に付くこと！
　　　　　・リスクマネジメント

　　　　　・企画⼒

　　　　　・世代間コミュニケーション⼒

スポーツの⼒で地域を元気に！

【アダプテッドスポーツ実習とは？】

A.

A.

アダプテッドスポーツ実習

ー ー

各種地創の情報はこちらから
アダスポの
学びを詳し
く発信中！

アダスポの
最新情報は
こちらから！

・リスクマネジメント

・企画⼒

・世代間コミュニケーション⼒



Q.イベントを行う上で工夫したことは？

     今回は新規の先方であったため、この企画を受
け入れてもらえるかわからない状況にありました。
ですので、外部講師を呼び、企画書講座をしていた
だき、なるべく先方に企画を受け入れていただける
ように工夫しました。(学生イベントリーダーより)

←警察署見学にて、子
どもたちが警察道具の
使い方を学んでいる様
子です。真剣な表情で
説明を聞き学んでいま
した。　　

　第1回は学生が自分の経験を話すロールモデル
発表を、第2回では大学探検を行っていました。
このプロジェクトは、毎年2回構成で開催されて
いましたが、好評につき他の小学校へも活動を広
げ、新たに第3回を今回開催し、大学と小学校の
連携がより深まっていることが確認できました。 

　ハタチミライプロジェクトは、小学生を対象に
｢少し未来の姿＝ハタチ｣の自分のイメージを持っ
てもらい、今後の自分について想像してもらう活
動です。第1、2回は｢大学生｣をモデルとしていま
した。今回取材を行った第3回社会科見学では、
もう少し先の｢社会人｣になることを想像してもら
うきっかけを作ることを目指したそうです。そこ
で、地域とのつながりの深い警察署を訪れ直接、
警察官の方から働くことの素晴らしさや楽しさを
伝える企画が行われました。

この実習で身に付くこと！

　　　

大学生と描くミライの設計図！
スクールボランティア実習

ー ー

小学生が大学生と一緒に、自分の将来について考えるきっかけをつくるハタチミライプ

ロジェクト。身近な大人や新しい環境に触れ、少し先の自分を考えるきっかけが生まれ

ました。学びと体験が重なり合う、子どもたちの可能性が広がる1日を取材しました。

　当日は途中から雨が降り
あいにくの天候となりまし
たが、子どもたちは白バイ
やパトカーに乗ったり、警
察道具を実際に身につけて
みたりして、終始楽しそう
な様子を見せていました。
また、見学中は大学生が子
ども一人ひとりに付き添
い、安全に配慮しながら活
動が行われていました。

　スクールボランティア実習は、北九州市内の小
学校3校に入り、さまざまな障がいを抱える児童の
学校生活をサポートしながら、障がい分野と児童
分野の福祉を学んでいる実習です。具体的な活動
としては、児童と学校生活を共に過ごし、学生と
児童の間の信頼関係を構築して個別支援を行なっ
ています。

【スクールボランティア実習とは？】

子どもたちのミライ予習

A.

各種地創の情報はこちらから
スクールボ
ランティア
実習の学び
はこちら！

実習の
最新情報を
発信中！

・柔軟な対応力

・受容力

・企画力

↑白バイに乗っている様子

Q.イベントをする上で大事にしていることは？

　  大事にしている点は、子どもファーストである
ことです。企画をする上で、小学校側とのトラブル
が何度かあり、行動を制限せざるを得ない点がいく
つかありました。その際は、子どもたちのためのイ
ベントであることに立ち返り運営を行いました。
(学生イベントリーダーより)

A.

学生によるロールモデル発表

↑パトカーに乗っている様子


